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３． 事後評価結果 

 

分子定規無電解金メッキという独自の方法によりギャップ長を制御したナノギャップ電極を作製し、それとナ

ノ粒子を組み合わせて単電子トランジスターを作り上げた。その過程で製造プロセスの成功効率を高め、単

電子トランジスターによる論理回路の作製にも成功している。ほぼ研究計画の目標を達成しており高く評価さ

れる。本研究によって一つのナノエレクトロニクス・単分子エレクトロニクスのプラットフォームが提供されたとい

える。一方、産業への展開がまだ見通せない段階なので、さらに実用化を見据えた研究に進むことが必要で

ある。 

研究遂行においては、研究代表者は異なる研究分野（化学、電子工学）の研究者をうまく連携させ、分子

機能とナノデバイスを軸とした興味ある研究展開を行ってきた。その過程におけるリーダーシップは評価され

る。 

学術的なレベルとしては、インパクトファクターの高い論文誌への掲載等もあり、高く評価できるが、実用化

に関しては、まだ道は遠く、今回の発想による作製技術の延長上での展開が可能か、さらに新しい発想によ

るアプローチが必要か考える段階ではないかと思われる。今後は、実用的なアプローチがより必要となるので、

企業との連携が求められる。 


